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・仙台市管理河川
*一級河川綱木川(2.75km)－宮城県から権限の移譲

*二級河川梅田川上流区間(1.72km)－宮城県から権限の移譲
*準用河川15河川(総延長38.845km)
*普通河川(総延長約380km)

・これまで、維持工事・災害復旧工事の多くは間知ブロックを使用。
・今回、準用河川大柴沢の護岸詳細設計及び、準用河川獺沢川の災害復旧工事において、
NETIS(新技術)を活用した多自然川づくりを行った。
また、獺沢川については、維持管理のための堆積土砂撤去を併せて行った。

１．はじめに
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２－１．【大柴沢護岸詳細設計】：目的

護岸詳細設計箇所：L=30ｍ

大柴沢昨年度施工
間知ﾌﾞﾛｯｸ(粗面)
(平成24年6月19日の台風4号
による出水により被災)

・流域面積3.44km2、流路延長2.26km、平成9年に準用指定。
・大部分が急峻な山地流域。
・一旦大雨が降ると、断面の狭小な箇所や水衝部において河川災害が発生。
・昨年度、左岸側において、間知ブロック（粗面）を使用した復旧工事を施工。
・今回、度重なる出水により法面浸食が進行し天然河岸が崩落した右岸側に
おいて、復旧工事のための護岸詳細設計を行った。（地元要望）
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・河道計画
*法線：現況流路を基本とし、蛇行区間を残す。

被災箇所（背面現地盤）にはなるべく手を付けない。
*横断計画：河床幅確保のため右岸側護岸を５分勾配とし、左岸側は手を付けず保全する。
*縦断計画：現況の縦断勾配を踏襲する（1/24）

・地元の石神町内会では「石神ふるさと憲章」の中で「環境保全と景観に留意すること」と定めている。
・町内会長と川づくりについて意見交換を重ねながら詳細設計を行った。（以下、町内会長からの留意事項。）
*線形については、直線区間を少なくし、なるべく現況に合わせた曲線とすること。
*周辺環境との景観の調和を図るため、天端部は覆土すること。

２－２．【大柴沢護岸詳細設計】：実施内容

覆土
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２－３．【大柴沢護岸詳細設計】：実施結果（護岸選定）

・比較検討の結果、アンカー式ブロック空積工法である「ラップブロック工法(KT-020077-V)」を採用。

経済性
(直工費)

施工性

景観性

生態系へ
の配慮

評 価
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３－１．【獺沢川災害復旧工事】：目的

・流域面積5.91km2、流路延長2.69km、平成9年に準用指定。
・下流部については未改修であり、また流路形態も蛇行。
・今回、平成25年9月の台風18号により土羽護岸が崩落したため、災害復旧工事を行うとともに、
維持管理のための堆積土砂撤去を行った。

護岸施工箇所：L=20m

堆積土砂撤去
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・当初発注は上流区間に合わせた間知ブロック積(天端農道のため裏コン有）
・NETISの施工者希望型により、連結空積ブロック工法「ふる里(HR-020013-V)」を採用。
・これにより、自然環境に配慮するとともに、工期の短縮やコストの縮減も図った。
*コンクリート養生不要。機械施工により施工手間の削減。（工期短縮）
*安定計算結果により、裏込コンクリートが不要。（直工で約30万円のコスト縮減）
*空積のため、水抜きパイプ不要。（のり面の湿潤状態の維持により植生を期待）

３－２．【獺沢川災害復旧工事】：実施内容（護岸選定）

当初構造図(間知ﾌﾞﾛｯｸ) 変更構造図(ふる里)
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３－３．【獺沢川災害復旧工事】：実施結果（活用効果調査結果）
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３－４．【獺沢川災害復旧工事】：堆積土砂撤去

着工前(H26.7.22) 完成(H26.10.2)

台風18号出水後(H26.10.9) 台風19号出水後(H26.10.16)

堆積土砂撤去

発生土覆土

早瀬

寄州 淵

・堆積土砂撤去後に、２回の出水を経験した。
・「寄州」「早瀬」「淵」が発生し、自然な変化を持つ河岸・水際が形成されつつある。

・本来のみお筋が左岸側であるため左岸側の堆積土砂を撤去する（地元要望）
・左岸側の掘削土は右岸側の洗掘箇所に覆土し有効利用を図る（掘削99m3、覆土88m3）
・環境への影響を考慮し、掘削深は現況河床高程度(平均掘削深50cm)とする。
（当初は平均河床高まで約1mの掘削深だったが、環境への影響を考慮し50cmとした。）

堆積土砂撤去

発生土覆土No.0+28.3

平均河床高
平均掘削深50cm

No.0+28.3
No.0+28.3

No.0+28.3
No.0+28.3
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４．おわりに

今回、詳細設計と施工段階の両方についてNETISの新技術
「ラップブロック工法(KT-020077-V」

「ふる里(HR-020013-V」
を活用し、景観や河川環境の保全に配慮した設計・施工を行った。

今後も、
「多自然川づくりポイントブックⅢ」

「美しい山河を守る災害復旧基本方針 ガイドライン」
に基づき、魅力ある川づくりを行っていきたい。

また、維持管理のための堆積土砂撤去を行った。
掘削深を現況河床高程度(平均掘削深50cm)とした結果、

２回の出水後に「寄州」「早瀬」「淵」が発生し、
自然な変化を持つ河岸・水際が形成されつつある


